
I 
~ 

j 



ノ
「
棄
治
プ
字
欄
 , ●。 ●’4 

ダ・●・い裏・、・・無 

,“．・●●●“●・‘ 

~．官』~‘"" 
~、．． ~’“●●・ 

*&4-'" 4 、 
”，→●，“・”“"  

“・・“‘、、“"" 

、“叫“ " 
4 " ' 

の
関
粉

事
と
し
て
、
加
 

「
斜陽
館
」
蔵
で
は
黒
 

信
さ
ん
の
ご
厚
意
に
よ
 

年
二
月
、
太
宰
治
 

し
ーた
と
 

が
黒
石
を
訪
杷
だ
時
に
揮
竜

1
 

い
う
、
』
福
士
家
』
保
存
の
 

同
丁
 

広聴癖鷹盲Pr昼タ7周母 

『太
宰
 

治
直
筆
』n痛
』
鳳ぶ
昌
れ
宮
し
か
 

（
、仁
‘
 

―
 

】
」
】L、
‘
】
 一
」
 」
ー
ツ
ー
 

婆
に
響
治
 

葉
」
 
、
観麗
、
溺
天
の
腎
密
蹴
広
が
が
施
こ
の
静
、
芦
 

「叫
、
 野
公
園
太
宰
治
文
学
碑
前
で
太
率
が
鐘
夏
蕊
を
九

十
四
年
目
馨
祝
う
『
太
察
滴
生
腿
祭
』
一
 織
お
れ
 

、‘
 
、郵
●
も
弛
で
 

巾
一・
 
（
」
？、
 

ト
J
い
 
《
ー
 

ジ
ー
●
と今
響
で
五
回
目
と
凝
葛
生
誕
祭
闘
会
式
に
膿
金

けr《
 
木
時
が生
ん
薦
鯵
尤
作
家
太
宰
治
を
し
＠
賓
県

琴

‘
舟
外
か
ら
関
係
督
や
フ
ァ
軌
あ
約
百
、
士
応
が
髄
 

A
日
ま

丑
」
 

嚢
郎
ー
 
，
」

i舌
の
あ
石
・
 
治
い
が
り
石
宰
『
 

レ
氏
そ
こ
し
人
る
“
の
福
，
直
う
黒
 
、
巾
治
生
 

贈
ー
の
て
た
‘
ー
司
“

F
'
t

二1筆
 
、
石
昭
，
の
‘
記
誕
 

・

福
生
偏
さ
ん
臓
、
『太
宰
い
 
馴
U
？
し
L

<
 

石
の
市
蒲
家
向
か
い
、
《油
横
千
 

蒲
家
向
か
い
、
《油
横
了
）
に
 

『黒
石
 

一
『奴
庵
』
の
蕎
麦
」4」
．
 

持
っ
た
」
と
 

そ
の
廊
上
、
太
欝
孤
網は
「
福
士
四
 

叱
郵
『
」七
、
’
‘

二
・
 
，
 

氏
」
ら
腿
求
め
ら
れ
る
ま
ま
に
揮
 

総
鶏
鯖
海
鱗
轟
麟
縄
 

）て
い
負
罪
％
 

た
ち
』
と
会
合
を
持
 

太
宰
随
筆
量

一
 

っ
文
章
か
ら
も
 

一辞
を
述
ぺ
ぬ
太
率
の
長
女
澱
阪回園
子
さ
ん
 

×
 か

縄
蕪
鰹
賑
轄
雛
議畿
繍
 

刊
の
入
た
ち
』
と
い
 

額
装
「
太
」羊
治
の
直
筆
短
歌
」
 

浦
叡
ん
が
太
宰
価
品
？
『
溝
鵬倉

ん
拶
ん
》
 

蒲
さ
ん
が
太
宰
作
品
？
『溝
願
（
蘭ん
粉
ん
ど
を
 

文
学
碑
鴫
膿
金
木
町
女
声
論
m「」
岡
ニチ
ェ
リ
t
(
 

太
率
治
盤
誕
書
梶
包
会
が
行
わ
れ
、
参
加
者
が
和
 

鳶
纏
纏
議
琴
鷲
給
畿
螺
輪
 

藤
臨
纏
輸
溺
詳
耀
太
瞬
蒼軍
の
短
驚
 

に
浮
」
かん
で
粛

す
。

私
1
1身
元
気
に
参
列
 

斜
麗
仲鰯
喫
帯
為
酷
雛
 

き
は
す
よ
う
に
が

ん
ぼ
っ

て
い
き
ま
す
が
皆

さ

！志
〕ど
？つ
カ
太
立
ー
か
〕・
」心
〕れ
ず
に
い
て

く
た
さ
い
 

話
t
で
い
ま
し
雄
〕
 
リ
声
」
 

九
十

九
年
と
い
 

て
い
な
だ
昌
た
晒
と
思
い
て

い
ぼ
す
，
来
 

「待
ち
待
ち
て
」
の
ド
に
、
朱
色

の
〇
印
が
押
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
 

H
し
て
く
だ
さ
い
o
叫
」
れ
は
、落
款

が
な
い
と
い
舞
こ
と
で
、
筆
の
筒
先

に
朱
肉
を
つ
け
て
押
し
た
そ
う
で
す
。
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モ
ア
の
精
神
が
こ
こ
に
も
見
ら
れ
ま
 

ろ ~‘7 
'"h夢”“ 4 

す
，
 

の
歌
と短
歌
 

」
書
息皿
ぺ
ら
れ
で
書
一
 

い
ます
，こ
れ嶋
ら宴
ん
 

．
 

・
 

●
、
 
！
 

」
 

，
 

●

‘
  
，
 

'
 

、
 

‘
 

事 

、
 夢

 

・

》
）
 

縄
 

（
パ
、
 
線
血
 

叛
誠
誇
鵬
競
讐
齢
」
糾
議
加
 

，
『
ノ
 
タ毎
鶴

・m
 

藷
き
幾
 

、
 

を
読

み

L
げ
る
長

田
清

さ
ん
。
 

電
証
縫
冒
押
鶏
 

ド
協

会
ル

f
」
し
て
・
二鷹
・
巾
禅
林
Iり
に
 

Iは‘ 」‘一“上’ 

長

m
さ
ん
は

H
こ
ろ
、

観
光

ガ
イ
 

発

ー
寸
ア叱
ガ
歌
戸
の
中
 

・

I

,
 

あ
る
太
宰
の
墓

前

で
太
宰
作

品
を

朗
 

「
灘
謙讐
雛
鑓
麟
爵
ル
 

読
し

て
い

る
。
 

護
鍵
鑓熟
誇
篇
 

れ
ま
し

た
門
 

一
 

I 
い声 、 
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『
 

六
月
十
四
日
、
嘉
瀬
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
（
会
長
廿

白
川
春
右
衛
門
）
が

五
穀
豊
穣
と
交
通
安
全
を
願

う
「
虫
送

り
」
を
行
い
ま
し
た
。
 

伝
統
芸
能
の
継
承
と
嘉
瀬
子
ど
も
会
活
動
の
一
環
と
し
て
昭

和
六
十
二
年
か
ら
は
じ
め
た
虫
送
り
も
今
年
で
十
七
回
目
、
当

日
は
あ
い
に
く
の
曇
り
空
と
な
っ
た
。
 

出
発
式
が
行
わ
れ
た
嘉
瀬
公
民
館
に
は
、
虫
送
り
の
衣
装
を

着
た
子
ど
も
た
ち
と
父
母
ら
が
参
加
o
嘉
瀬
小
学
校
の
今
信
夫

校
長
と
木
下
教
育
長
か
ら
激
励
を
受
け
た
後
、
虫
を
先
頭
に
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
約
五
十
人
が
参
加
し
嘉
瀬
地
区
を
練
り
歩

き
ま
し
た
。
 

子
ど
も
た
ち
は
今
ま
で
練
習
し
て
き
た
荒
馬
、
獅
子
舞
、
太

刀
振
り
を
、
沿
道
や
各
家
の
庭
先
で
笛
と
太
鼓
に
合
わ
せ
て
軽

や
か
に
披
露
し
、
地
域
の
人
た
ち
か
ら
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
途
中
、
立
ち
寄
っ
た
嘉
瀬
八
幡
宮
な
ど
で
舞
を
奉
納
し

五
穀
豊
穣
と
交
通
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。
 

虫
送
り
を
終
え
て
白
川
会
長
は

「
子
ども
た
ち
が
い
な
け
れ

ば
で
き
な
い
の
で
子
ど
も
会
へ
の
加
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
来

年
も
回
っ
て
き
た
と
き
に
は
激
励
し
て
く
だ
さ
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
 

『
 

5 月24日から嘉瀬公民館での練 「 
” 習で、指導してくれた白崎さんや ~ 
筆；」小野さんらの話を真剣に聞き、一 丸、 
し一 i 生懸命練習に取り組んでいる子ど ’ 

もたち。 
虫作りと台車作り、虫送り当日

の昼食の準備に汗を流す父母たち。 



ノ 

可 決 事 工頁 

木町課設置条例の一部を改正する条例） 
専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件（平
成14年度金木町一般会計補正予算（第11号）) 
専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件（金
本町税条例のー部を改正する条例） 
専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件（金
木町半島振興対策実施地域に係る固定資産税の特別
措置に関する条例の一部を改正する条例） 
専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件（金
木町国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 
専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件（金 
4I町津軽三味線会館の設置及び管理に関する条例の
一部を改正する条例） 
専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件（平
成15年度金木町老人保健特別会計補正予算（第1号）) 
専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件（平
成15年度金木町一般会計補正予算（第1号）) 
平成14年度金木町一般会計繰越明許費繰越計算書の
報告の件 
平成M年度金木町農業集落排水事業特別会計繰越明
許費繰越計算書の報告の件 

【報告第7号】 

【報告第8号】 

【報告第 9号】 

【報告第10号】 

【報告第11号】 

【報告第12号】 

【報告第13号】 

【報告第14号】 

【報告第15号】 

【議案第鉛号】平成15年度金木町ー般会計補正予算（第2号）案 

【議案第27号】平成15年度金木町介護保険特別会計補正予算（第1 
号）案 

【議案第認号】平成15年度金木町国民健康保険特別会計（事業勘定） 
補正予算（第1号）案 

【議案第29号】平成15年度金木町水道事業会計補正予算（第1号）案 

【議案第30号】平成15年度金木町農業集落排水事業特別会計補正予 
算（第1号）案 

【議案第31号】金木町手数料徴収条例の一部を改正する条例案 

【議案第32号】青森県市町村等非常勤職員公務災害補償等組合規約 
の一部を変更する規約案 

【議案第33号】人権擁護委員の推薦の件 

【報告第 3号】専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件（平 
成M年度金木町一般会計補正予算（第9号）) 

【報告第 4号】専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件（平 
成14年度金木町一般会計補正予算（第10号）) 

【報告第 5号】専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件（平 
成14年度金木町国民健ii康側倹特別会計（事業勘定） 
補正予算（第6号）) 

【報告第 6号】専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件（金 

6月定例会 

6月9日からの一般質問で

秋元洋子議員が登壇し、食糧

特区の申請、駅舎の工事入札、 

産廃の不法投棄等について、 

町長らに質問しました。 

内容は次のとおりです。 

広載か客ぎ怒l77母 届
て
 

圏
秋
元
洋
子
議
員
 

「食
糧
特
区
に

つ
い
て
申
請
し
な
か
っ
た

理
由
と
団
体
及
び
民
間

へ
の
対
応
、
第
二
次

申
請
へ
の
考
え
と
対
策
を
聞
き
た
い
。
」
「
体

験
農
場
ば
何
ケ

所
あ
る
の
か

知
り
た
い
。
」
 

「
駅
舎
工
事
入
札
に

つ
い
て
参
加
会
社
と
地

元
業
者
の
参
加
に

つ
い
て
聞
き
た
い
。
」
「
産

廃
の
不
法
廃
棄
に

つ
い
て
町
の
対
応
と
金
木

川
及
び
内
真
部
線
等
の
ゴ
ミ
を
ど
う
考
え
て

い
る
か
。」
 
「中
学
校
の
学
力
低
下

へ
の
対
策

と
西
北
五
と
町
内
中
学
校
の
五
教
科

の
平
均

点
を
知
り
た
い
。
地
元
高
校
受
験
で
の
多
数

不
合
格
に
関
わ
る
子
供

の
資
質
、
教
育
の
資

質
に

つ
い
て
聞
き
た
い
。
」
「
先
般
亡
く
な
っ

た
元
教
育
長
の
中
谷
金

四
郎
先
生
が
非
売
品

で
発
刊
し
た
告
天
子
抄
と
い
う
す
ば
ら
し
い

本
を
町
民
の
目
に
触
れ
る
場
所
に
残
せ
な

い

も
の
か
。
」
 

圏
鳴
海
町
長
 

「食
糧
特
区
に

つ
い
て
、
担
当
課
長
に
問

い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
募
集
し
た
が
希
望
者
が
 

な
く
あ
く
ま
で
も
本
人
か
ら
や
り
た
い
と
い
 

う
人
が
出
な
か
っ
た
以
上
は
、
架
空
の
文
書
 
一

を
上
げ
る
わ
け
に
行
か

な
い
の
で
申
請
し
な
 
ー
 

か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、

第
二
次
申
請
に
向
 
一

か
つ
て
填
重
に
曲
屍
協
・
並口
及
セ
ン
タ
ー
と
連
 
・

給
4
」庇
叫
に
し町
『氏
に
に
刀カ
h
ノ冬
寸
ノし
斗
肋
彫
一
｝
 
一

し
な
が

ら
万
全

の
対
策
を

講
じ

て
い
き
た
 

ー
 

い
。」
「
駅
舎
の
解
体
工
事
は
地
元
業
者
を
指
 
一

名
し
入
札
が
終
わ
り
取
り
壊
し
に
入
っ
て
い
 
ー
 

る
。
建
設
工
事
つ
い
て
駅
構
内
工
事

の
場
合
 
一

資
格
が
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
の
話
が
あ
る
 

こ
と
か
ら
特
定
業
者
で

な
け
れ
ば

い
け
な
い
 
ー
 

の
か
、
あ
る
い
は
分
離
発
注
で
特
定
業
者
以
 
一

外
の
業
者
も
入
れ
る
の
か
も
含
め
て
議
会
終
 
一

了
後
、
違
法
性
の
な

い
よ
う
に
万
全
の
指
名
 
一

業
者
の
選
定
に
入
り
た

い
。」
「
不
法
投
棄
に
 

関
し
て
は
広
報
や
看
板
を
設
置
し
防
止
を
呼
 

一

び
か
け
、
健
康
福
祉
課
職
員
が
定
期
的
な
見
 
一

回
り
と
苦
情
対
応
を
し
、

県
か
ら
委
嘱
さ
れ
 

ー
 

て
い
る
廃
棄
物
不
法
投
棄
監
視
員
と
環
境
美
 
一

化
推
進
委
員
も
定
期
的
に
見
回
り
を
行
い
町
 
一

に
報
告
し
県
に
進
達
し

て
い
る
。
金
木
川
と
 
一

内
真
部
線
の
ゴ
ミ
つ
い
て
は
県
の
管
轄
と
な
 
一

っ
て
い
る
が
観
光
立
町
を
唱
え
て
い
る
こ
と
 

か
ら
美
化
運
動
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。
」
 

「
元
教
育
長

の
中
谷
金

四
郎
先
生
が
発

刊
し
 

た
本
に

つ
い
て
は
初
め
て
聞
き
ま
し
た
が
町
 

民
に
見
せ
た
い
な
と
い
う
気
持
ち
か
ら
前
向
 

一

き
に
検
討
し

て
み
た
い
。」
 

一
 

園
農
林
課
長
 

一
 

「特
区
に
申
請
し
な
か
っ
た
理
由
は
、
一
一

月
二
十
日
ま
で
に
申
請
と
い
う
こ
と
で
十
三

日
に
広
報
別
刷
り
で
募
集
し

た
が
誰
も
な
く

町
が
単
独
で
誰
が
や
る
と
い
う
形
は
出
せ
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
申
請
し
ま
せ
ん
で
し

た
。
 

団
体
へ
の
対
応
と
し
て
農
協
に
フ
ァ
ッ

ク
ス

で
照
会
し
た
が
誰
も
い
な
い
と
の
回
答
で
し

た
。
民
間
へ
は
広
報
だ
け
で
対
応
し
た
。
第

二
次
募
集
を
七
月
上
旬
に
か
け
る
と
い
う
こ
 

と
か
ら
今
後
は
広
報
で
お
知
ら
せ
し
商
工
団

体
や
農
協
等
の
関
係
団

体

へ
の
説
明
会
を
開

い
て
も
う
一
度
募
集
を
か
け
て
い
く
。
」
「
体

験
農
場
は
県

の
事
業
で
運
動
公
園
と
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
手
前
の
ニ
カ
所
が
あ
り
施
工
中

で
ま
だ
町
に
引
き
渡
し
さ
れ
て
い
な
い
。」
 

圏
健
康
福
祉
課
長
 

「不
法
投
棄
に

つ
い
て
担
当
職
員
が
月
一
一

回
く
ら

い
見
回
り
を
行
い
、
町
民
か
ら
の
苫

情
が
あ
っ
た
場
合
は
直
ち
に
現
場
へ
行
き
そ

れ
が

一
般
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
な
ら
ば
土
地

の
地
権
者
と
話
を
し

て
撤
去
を
要
請
し
て
対

処
し
て
い
る
。
な
お
、
地
権
者
等
が
撤
去
で

き
な
く
町
で
撤
去
し
た
経
緯
も
あ
る
。
内
真

部
線
の
駐
車
帯
を
森
林
管
理
署
金
木
支
署
長

と
森
林
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
掃
除
を
行

い
か
な
り
の
ゴ
ミ
が
片
付
い
て
い
る
。
た
だ
、
 

斜
面
つ
い
て
は
一
筋
縄
で

は
行
か
な
い
の
で

今
後
の
対
応
を
検
討
し
た
い
。
」
 

圏
木
下
教
育
長
 

「地
元
高
校
の
多
数
不
合
格
に

つ
い
て
入

試
倍
率
一
・
四
二
倍
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
中
学
校
で
は
夏
休
み
指
導
、
放
課
後
指
導
、
 

特
別
補
修
指
導
を
行
っ
た
が
こ
の
よ
う
な
結

果
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
私
自
身
は
厳
し

く
受
け
と
め
て
い
る
。
五
教
科
の
平
均
点
に

つ
い
て
県
立
高
等
学
校
入
学
選
抜
者
学
力
検

査
の
結
果
資
料
は
部
外
秘
扱
い
と
な
り
公
開

提
供
は
で
き
な
い
。
学
力
向
上
に
対
す
る
重

点
施
策
と
し
て
基
礎
的
、
基
本
的
な
内
容
を

確
実
に
身
に

つ
け
る
よ
う
に
意
欲
と
喜
び

を

持
た
せ
、
楽
し
く
わ
か
る
授
業
に
努
め
る
よ

う
に
と
の
方
針
を
掲
げ
て
校
長
を
通
し
各
先

生
方
に
指
導
を
お
願
い
し
て
い
る
。
本
年
度

は
特
に
授
業
時
間
数

の
確
保
、
教
育
課
題
の

解
明
と
先
生
方
の
指
導
力
向
上
の
研
修
を

十

分
す
る
よ
う
に
指
導
す
る
な
ど
学
力
向
上
に

つ
い
て
は
か
な
り
密
に
計
画
し
取
り
組
ん
で

い
る
。」
 


